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研究分野 研究内容のキーワード

医療ソ－シャルワ－ク、障害福祉 療育、ノ－マライゼ－ション、臨床倫理

学位 最終学歴

福岡県立大学大学院　人間社会学研究科　人間社会学修士 平成16年3月31日

　 福岡県立大学大学院　人間社会学研究科社会学専攻修士課程　終了

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担当教員講習 2018年7月2018年8月 一般社団法人日本ソ－シャルワ－ク教育学校連盟主催

会 　 の平成30年度社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担

　 　 当教員講習会の、「基礎」、「演習」、「実習」全て

　 　 の講習会に参加

2.医科大学における男女共同参画プログラムに関する 2010年4月2010年9月 兵庫医科大学FD研修会の企画運営を担当、外部講師／

研修会 　 白鳥敬子東京女子医科大学病院長の講演など携わっ

　 　 た。

3.医師国家試験総合試験問題作成に関する研修 2009年4月2009年7月 総合試験問題作成に関するFD研修会を受講、外部講師

　 　 ／塩澤昌英客員教授の講演会などの企画運営に参加し

　 　 た。

4.第26回兵庫医科大学医学教育ミニワークショップ 2008年8月2008年11月 近年の医学教育改革と今後の展望について医学教育セ

　 　 ンタ－が主催するワークショップの企画運営に参加し

　 　 た。

5.高大連携教育プログラム 2007年5月2008年3月 兵庫県立鳴尾高校と神戸親和女子大学連携事業に参

　 　 加。鳴尾高校普通科総合的学習「社会福祉」を高校担

　 　 当教員と連携して授業を行った。

　 　 （12回／年の授業を担当）

6.海外福祉研修の計画と運営 2006年4月2008年3月 デンマ－クの国民高等学校、日欧文化交流学院と神戸

　 　 親和女子大学間で学術協定を結び、福祉学科の海外福

　 　 祉研修（選択科目）をカリキュラムに取り入れ実施し

　 　 た。

7.放送大学2005年度の「大学等開放推進事業」 2005年5月2007年10月 神戸親和女子大学「知的障害がある女性の為のオ－プ

　 　 ンキャンパス」に取り組み、その内容をまとめ報告し

　 　 た。

8.外部機関／神戸市と大学の協定に基づく連携 教育 2005年4月2007年3月 社会福祉援助技術演習の講義の中で神戸市と大学が連

　 　 携して神戸市森林植物園来園者の車椅子介助を取り入

　 　 れた地域福祉活動（4回／年）に取り組んだ。

9.のじぎく兵庫大会（全国障害者スポーツ大会）運営 2005年4月2006年10月 兵庫県で開催された第6回全国障害者スポーツ大会の運

委員 　 営協力大学の運営を福祉学科学生と参加し当日の運営

　 　 を担当した。

2 作成した教科書、教材
1.３3Ｄ教材研究開発　ﾊﾞｰﾁｬﾙｼｭﾐﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾘﾙ「みんなの 2007年10月 企業／有限会社あだちと協同し、車椅子の構造と機能

車 椅子」 　 を解説したDVD教材を研究開発した。

2.北九州市海外女性フォーラムテキスト 1998年4月 北九州市主催の世界女性フォ－ラムで使用されたテキ

　 　 ストの「日本の社会福祉」（英語版）作成した。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.患者の意向を尊重した意思決定支援のための指導者 2017年11月5日 厚生労働省委託事業「人生の最終段階における医療体

研修 　 制整備事業」の患者の意向を尊重した意思決定支援の

　 　 ための研修会に参加した。

2.臨床倫理認定士講習会 2016年9月4日2016年11月13 日本臨床倫理学会主催の臨床倫理アドバイザ－を養成

　 日 する研修2016年（10月16日、11月13日計3回）に参加。

　 　 臨床倫理認定士を取得。

3.医療ソ－シャルワ－カ－中堅者研修 1989年2月19日 日本医療社会事業協会主催の医療ソ－シャルワ－カ－

　 　 指導者育成研修に参加。

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
　

2 特許等
1.社会福祉主事 1989年3月31日 日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業時に取得

　 　 した。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.手足の不自由な子ど 単 2014年8月 日本肢体不自由児 障害児者の生活を快適に過ごす便利な道具、将来の自立生活に役立

もたち はげみ　　8 　 　 協会 つ「日常生活用具」について解説した。

／9月号 　 　 　 ①日常生活用具給付制度について、②日常生活用具給付制度の利用

　 　 　 　 について､障害当事者、家族が理解できるようにまとめた。また、当

　 　 　 　 事者と家族が安心して生活する、地域で孤立しないよう生活する為

　 　 　 　 に、様々な福祉サ－ビスを活用する、自立支援協議会への参加など

　 　 　 　 福祉関係機関の人とネットワ－クを広げることの大切さを述べた。

　 　 　 　

2.新社会福祉講座 障害 共 2013年 あいり出版 障害者の生活は福祉サ－ビスと医療が不可欠であり、両者の関係性

福祉の発見 　 　 　 について解説した。とくに経済状況が厳しい障害者の医療費負担を

　 　 　 　 軽くする保険・福祉制度の内容を述べ、障害者と家族が安心して医

　 　 　 　 療を受けられるよう支援する医療ソ－シャルワ－カ－の役割が重要

　 　 　 　 であることを述べた。

3.みんなが主役社会福 共 2009年 あいり出版 第２章では社会福祉施設実習

祉援助技術現場実習 　 　 第２章Ｐ32－62、 の目的について、「社会福祉の学び」の中で現場実習は体験しなが

　　理論と実践のか 　 　 第４章Ｐ96－101 ら社会福祉を学ぶ特徴を述べた。さらに社会福祉士に求められる技

けはし 　 　 　 術や判断の基準となる価値観について解説した。

　 　 　 　 第４章では、実習施設の現状や病院、施設、行政など現場で働くソ

　 　 　 　 －シャルワ－カ－の声をもとに、それぞれの分野でソ－シャルワ－

　 　 　 　 カ－がどのような業務に取り組んでいるのか解説した。

4.相談援助技術の発見 　 2008年 あいり出版 筆者が担当した事例に基づき、個別援助技術の定義、相談援助の内

　 　 　 （第２章）個別援

　 　 　 助技術と相談援 容を時系列的に解説した。ソーシャルワークは面接だけに終わるの

　 　 　 助、個別援助技術 ではなく、援助者も「利用者から学ぶ」という姿勢が大切なこと、

　 　 　 について さまざまな事例の中に社会福祉の学びの場が存在することを解説し

　 　 　 　 た。

5.自分にあった補装具 共 2002年 財）予防接種リ 補装具申請時の手続きについて、医療保険を使った治療用材料と身

と出会うために 　 　 サーチセンター 体障害者福祉法による申請の違いについて解説した。特に補装具は

　 　 　 P31－P43、 障害当事者の生活を支える大切な機器であり、手足の代わりをつと

　 　 　 　 めることから当事者自身の要望が反映されるよう医師などの関係ス

　 　 　 　 タッフと話し合い、使いやすくすることが「自分にあった補装具」

　 　 　 　 につながることを述べた。

6.ハンドブック障害児 単 1993年 佐賀県心身障害者 佐賀県心身障害者懇話会主催の講演会で話した内容を、小冊子とし

を育てる親として で 　 　 懇話会 て編集したいとの依頼があり作成した。

きること 　 　 　 ①障害、療育について、②障害の受容と援助の内容、③親の会の活

　 　 　 　 動、④我が子の自立にむけて親としてできることの項目からなる。

　 　 　 　 障害児の子育ては耐えることのない介護の連続であり、両親が健康

　 　 　 　 であること、夫婦、兄弟関係の安定が療育に欠かせないこと、さら

　 　 　 　 に親業の定年を決めることなど述べた。(P23の小冊子)

7.ダウン症児の保育 共 1992年 同朋社出版 P44－ 発達の遅れや障害は、障害をもつ人が生きていく一生の問題であ

　 　 　 P55 り、幼児期、学齢期、成人期と成長する中でその問題は変化する。

　 　 　 　 障害をもつ人が地域で生活するために必要な地域療育のシステム

　 　 　 　 を、保育（子育て）の時期に絞り、障害受容、療育、保育士との連

　 　 　 　 携や福祉制度の利用などについて論説した。

8.ダウン症児の育ち 共 1992年 学習研究社 P460 、1985年版の改訂に伴い、知的障害を中心とした当事者・家族が、

方・育て方（改訂 　 　 －P470、 公的・私的に相談できる機関や、医療、教育、生活面で利用できる

版） 　 　 　 福祉制度について、新たな情報を加えて資料編に解説した。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
9.ダウン症児の育ち 　 1985年 学習研究社 知的障害を中心とした発達に遅れがある児童を育てる中で、公的・

方・育て方 　 　 P430－P438 私的に相談できる機関や、医療、教育、生活で利用できる福祉制度

　 　 　 　 などの社会資源について、養育者が理解できるよう資料編に解説し

　 　 　 　 た。

10.障害児保育の原理 共 1981年 学習研究社 P220 発達の遅れや障害をもつ子どもに関わる保育士が、養育者から相談

　 　 　 －P230 を受けた時に適切な助言ができるように、医療機関や公的相談機

　 　 　 　 関、福祉制度を紹介し保育士として現場で活用できる社会福祉の基

　 　 　 　 礎知識を解説した。

2 学位論文
1.肢体不自由を中心と 単 2004年 福岡県立大学大学 障碍者の就労支援を研究テーマとして、①障碍者の就労支援の実態

した現状分析と就労 　 　 院修士論文 について、②障碍者就労支援を目的としたNPO法人活動から得た就労

支援プログラム． 身 　 　 　 支援に関する具体策および課題についてまとめた。

体障害者の就労支援 　 　 　 　

に関する研究　 　 　 　 　

3 学術論文
1.重症心身障がい児者 共 2013年 大阪府障がい福祉 大阪府自立支援協議会が主催する重症心身障がい児者地域ケアシス

地域ケア－システム 　 　 室　　P32－39 テム検討部会で協議された内容を報告書としてまとめた。第3章障が

について 　 　 　 い福祉サ－ビスの充実強化、第4章医療型障がい児入所施設等のあり

　 　 　 　 方を担当。これからの重症心身障害児施設は利用者への個別支援計

　 　 　 　 画に基づくサ－ビスの提供、ショ－トステイを中心とした在宅支

　 　 　 　 援、地域移行への取り組みの重要性について述べた。

2.重症心身障害児者と 共 2013年 臨床倫理NO2　　日 重症心身障害児施設で生活する利用者は、障害の特性（重度の運動

医療倫理 重症心身障 　 　 本臨床倫理学会　 機能障害と知的障害を合併している）から自己判断、自己決定する

害児施設での取り組 　 　 　P30－P37 ことが困難である。利用者の多くは、抗けいれん剤の服薬から胃ろ

み、 事例報告を中心 　 　 　 う造設による栄養摂取、人工呼吸器による呼吸管理など幅広い医療

に 　 　 　 ニ－ズを有している。さらに、二次的疾病の発症（肺炎、イレウ

　 　 　 　 ス、がんなど）も増加し、医療行為に関するインフォ－ムドコンセ

　 　 　 　 ント、医療同意についてこれまで以上に重要な課題となった。そこ

　 　 　 　 で、本稿ではこれまで倫理委員会で審議された事例に基づき、重症

　 　 　 　 心身障害児者の医療倫理の現状と課題をまとめた。

3.社会福祉専門職を育 共 2008年 神戸親和女子大学 社会福祉士受験資格取得のための福祉現場実習機関に病院が含まれ

てる 　 社会福祉 　 　 福祉臨床学科研究 た。病院での実習教育プログラムについて医療現場で働くソ－シャ

専門職を育てる医療 　 　 紀要第５号 P75－ ルワ－カ－と共同で医療ソ－シャルワ－クの専門性を深められる実

教育にお ける実習教 　 　 P89 習プログラムを研究した。

育プログラムについ 　 　 　 　

て考え る 　 　 　 　

4.障害を持つ人の自立 単 2007年 、 障害者自立支援法施行後の就労支援、特に障害者（肢体不自由）の

支援研究Ⅲ 雇用につ 　 　 神戸親和女子大学 雇用につながる就労支援について、ジョブコ－チの活動に注目し、

ながる就労支援と今 　 　 福祉臨床学科研究 就労支援の方向性と課題、OJTについて論述した。また、障害者の就

後の課題 　 　 紀要第４号、P37－ 労支援は採用後のアフタ－フォロ－が定着率に影響することを述べ

　 　 　 P44 た。

5.障害を持つ人の自立 共 2006年 神戸親和女子大学 脳性麻痺による重度身体障害者の就労問題に対してソ－シャルワ－

支援研究Ⅱ 就労支援 　 　 福祉臨床学科研究 カ－がどのような支援を展開したか１７年間にわたる活動を事例研

におけるソ－シャル 　 　 紀要第３号 、P17 究としてまとめ、肢体不自由児施設のソ－シャルワ－カ－に求めら

ワ－カ－ の役割 　 　 －P26 れる援助技術について考察した。

6.障害を持つ人の自立 共 2005年 神戸親和女子大学 北九州市と神戸市の身体障害者授産施設を調査し、就労支援におけ

支援研究Ⅰ 就労支援 　 　 福祉臨床学科研究 る身体障害者授産施設の現状と課題について比較、分析し、措置か

における身体障害者 　 　 紀要第２号 P29－ ら支援費制度移行後の施設が果たす役割をまとめた。

授産施設 の現状と課 　 　 P34、 　

題 　 　 　 　

7.肢体不自由児通園施 共 2003年 通園療育／肢体不 北九州市立総合療育センター肢体不自由児通園施設を利用した

設からの報告1 「退 　 　 自由児通園施設研 （1970－1996）600名の調査報告。通園児の障害は年々重症化が進

園児の病名・進路の 　 　 究体験誌 P62－ み、重度肢体不自由児と重症心身障害児が増加している。また療育

動向調査」 　 　 P66 の内容も小児リハビリテ－ションを中心とした治す医療から子育て

　 　 　 　 を楽しむ療育や、家族のレスパイトを含めたファミリィサポートが

　 　 　 　 必要であり、ライフサイクルに応じた継続的な支援が地域での自立

　 　 　 　 生活実現につながることを述べた。

8.肢体不自由児通園施 共 2003年 通園療育／肢体不 北九州市立総合療育センター肢体不自由児通園施設を卒園した

設からの報告2 　 　 　 自由児通園施設研 （1970－1996）525名を対象に卒園後の進路について調査した。アン
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
「通園児の障害像の 　 　 究体験誌 P62－ ケートと面接による調査の結果、加齢とともに進路変更を余儀なく

変化と対応につい 　 　 P66、 されることや、軽度肢体不自由であっても授産施設、作業所を利用

て」 　 　 　 せず在宅で生活しているケースや、心身症などの二次的問題を抱え

　 　 　 　 ている事実が判明した。継続的な家庭支援の窓口としてソーシャル

　 　 　 　 ワーカーの働きが重要であることを報告した。

9.肢体不自由児施設に 共 2000年 医療と福祉No70－ 全国の肢体不自由児施設67

おけるソーシャル 　 　 Vol34 P18-23 箇所にアンケート調査を実施し、

ワーカーの実態 　 　 　 ①肢体不自由児施設のソーシャルワーカー雇用状況、②ソーシャル

　 　 　 　 ワーカー不在の施設では、どのような職種のスタッフが相談業務を

　 　 　 　 兼務しているか、③ソーシャルワーカーに求められている業務、④

　 　 　 　 ソーシャルワーカーは何を重要業務と考えているかの４点をポイン

　 　 　 　 トとした。肢体不自由療育における医療ソーシャルワーカーの業務

　 　 　 　 は、ケースワークを基本とした情報提供、入退園調整、本人と家族

　 　 　 　 のニ－ズを代弁すること、さらに何らかの社会的課題を抱える家族

　 　 　 　 には継続的な支援が求められていることがアンケ－ト結果から明ら

　 　 　 　 かとなった。ソーシャルワーカーが少数であっても、障害児と家族

　 　 　 　 を支える生活支援ワーカーとして関係機関と連携しながら支援ネッ

　 　 　 　 トワ－クを構築していく専門性が重要であるという結論に至った。

　 　 　 　

10.障害者の自立とアテ 単 1991年 第８回海外研修報 障害が重度であっても自己決定権が保障され自らの意志で生活を送

ンダント制度につい 　 　 告、社会福祉法人 ることが重要である。自立生活の概念、実現に向けたプログラムが

て 　 　 清水基金 P36－ 定着化したイギリス、アメリカの障害福祉の中で、自立生活と自立

　 　 　 P44、、 生活を支えるサービスの現状を調査する目的で海外研修に臨んだ。

　 　 　 　 障害児施設、自立生活センターの研修を通して、重度障害者の自立

　 　 　 　 生活は、制度の充実、経済的自立、職業的自立だけに留まるのでは

　 　 　 　 なく、共生の価値観をどこまで共有できるかが重要ポイントである

　 　 　 　 ことがわかった。グル－プホ－ム入居者と地域市民との交流、アテ

　 　 　 　 ンダントによる介護雇用（障害者がヘルパ－を採用して契約する）

　 　 　 　 など障害者が主体的に生活している現実があった。「可能な限り支

　 　 　 　 援する」という価値観を障害を持つ人、持たない人が共有すること

　 　 　 　 が我が国の障害者自立の課題であることを報告としてまとめた。

11.乳幼児総合通園施設 共 　 ふくおか医療社会 北九州市立総合療育センターで早期療育（1歳から3歳）を母子通園

退園児の基礎調査 　 　 事業のあゆみ15、 で受けた卒園児394名（1979－1984）を対象に、初診から入園までの

　 　 　 P370－374 経過、早期療育の内容についてまとめた。発達の遅れに気づく時期

　 　 　 　 は、運動障害が早く、知的障害、難聴は遅いことが判明した。セン

　 　 　 　 タ－通園を利用した幼児は、平均で6.5ヶ月までに当センターを初診

　 　 　 　 し、1歳２ケ月未満に通園での療育が開始されており、北九州市の早

　 　 　 　 期療育システムの中で当センターが障害の早期診断と障害児の子育

　 　 　 　 てに関して重要な役割を果たしていることを述べた。

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
1.重症心身障害者の医 共 2016年3月 第4回日本臨床倫理 枚方総合発達医療センタ－で生活する利用者は重度の障害から医療

療倫理 　 　 学会年次大会演題 に関する理解、選択、自己決定が困難である。終末期医療を迎えた

　 　 　 発表 利用者Aさんの倫理的視点、特に医療同意支援を中心に、医師、看護

　 　 　 　 士、第3者後見人、ソ－シャルワ－カ－が協力した取り組みを発表し

　 　 　 　 た。自らの意思表示が困難なAさんの治療方針について、疎遠な関係

　 　 　 　 だった母親へのケ－スワ－ク、センタ－倫理委員会の話し合いによ

　 　 　 　 る本人の意思推定など、医療倫理的課題をふまえながら、利用者本

　 　 　 　 人の生命の尊厳と意思を尊重する医療を提供することが重要である

　 　 　 　 ことを述べた。

2.ショ－トステイ事業 共 2014年10月 第25回重症心身障 枚方総合発達医療センタ－ショ－トステイ利用者（以下利用者）登

とりくみの現状と課 　 　 害療育学会学術集 録は437名（平成26年6月現在）年間利用者は3000名を超えている。

題 　 　 会 一般演題発表 利用者の疾患、年齢、住居地域分析をおこない、ショ－トステイに

　 　 　 　 関して医療型障害児福祉施設としてセンタ－が果たしている役割を

　 　 　 　 報告した

3.ショ－トステイの現 単 2013年11月 第2回大阪府ショ－ 枚方総合発達医療センタ－ショ－トステイ登録者437名の中で、定期

状と課題 重症心身 　 　 トステイ連絡協議 利用（リピ－タ－）以外に、登録後利用がない人、2年以上利用がな
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
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発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

２．学会発表
障害療育の立場から 　 　 会研究会　指定発 い人が282名、全体の65％に及んでいることが判明し、登録者の状況

　 　 　 表 把握を目的にアンケ－ト調査を実施、その分析結果を発表した。ま

　 　 　 　 た、レスピレ－タ－等の高度医療管理を必要とする利用者、問題行

　 　 　 　 動を持つ動く重心利用者の受け入れをどのようにして実現するのか

　 　 　 　 今後の課題も明確になった。

4.重症心身障害者への 共 2012年10月 第23回重症心身障 枚方総合発達医療センタ－で生活する利用者の障害基礎年金を管理

経済的虐待 　 　 害療育学会学術集 する保護者が、利用者の年金を私的に使い、施設利用料を支払わな

　 　 　 会分科会　演題発 いなど経済的虐待事例16件に対する取り組みをソ－シャルワ－クの

　 　 　 表 視点から報告としてまとめた。

5.「人権と契約」 障害 単 2003年5月 第51回日本医療社 障害者の人権について、契約に関する課題、成年後見制度を中心に

者の人権について 　 　 会事業学会教育講 人権擁護のシステムとソ－シャルワ－カ－と第３者後見人を務める

　 　 　 演、 弁護士や司法書士の連携について発表した。

6.肢体不自由児施設に 共 2000年5月 第20回日本医療社 全国の肢体不自由自施設67

おけるソ－シャルワ 　 　 会事業学会　一般 箇所にアンケート調査を実施し、

－カ－の役割 　 　 演題発表 ①肢体不自由自施設のソーシャルワーカー雇用状況、②ソーシャル

　 　 　 　 ワーカー不在の施設では、どのような職種のスタッフが相談業務を

　 　 　 　 兼務しているか、③ソーシャルワーカーに求められている業務、④

　 　 　 　 ソーシャルワーカーは何を重要業務と考えているかの４点を発表し

　 　 　 　 た。

7.肢体不自由児通施に 単 1997年2月 第6回近肢連療育研 肢体不自由児通園施設退園児にアンケート調査を実施し、退園後の

おける通園児の変化 　 　 究大会　一般演題 療育効果や生活の現状について報告した。

　 　 　 発表 　

8.母子集中訓練入院に 単 1992年11月 第39回日本小児保 北九州市立総合療育センタ－母子入院を利用した利用者家族にアン

よる発達障害児への 　 　 健学会 ケート調査をおこない、母子入院の成果、特に障害の理解と療育の

療育 　 　 　 方法や子育てのポイントについて発表した。

　 　 　 　

9.障害児の兄弟姉妹 単 1980年10月 第25回全国肢体不 障害児を育てる家族の中で、障害児の兄弟姉妹の子育ての難しさ

　 　 　 自由児療育研究大 や、親が気づかないストレスサインが一時的に存在する。障害児中

　 　 　 会報告書 心の家庭環境の中で、兄弟姉妹と両親の関わりをとおした親子の交

　 　 　 　 流も必要であること、障害児と兄弟姉妹と両親の人間関係を確立し

　 　 　 　 ていくことが必要であることを発表した。

３．総説
1.臨床倫理 NO5 2017 単 2017年11月 日本臨床倫理学会 P109－112

特集：臨床倫 　 　 誌　臨床倫理 日本臨床倫理学会が主催した臨床倫理士養成研修参加者に課せられ

理認定士研修－なぜ 　 　 　 た課題レポ－トの中から「臨床倫理について学ぼう」と期待を込め

認定研修に参加しよ 　 　 　 ていることが伺える優良レポ－トとし選定された。

うと思ったのか－ 　 　 　 内容は、医療に関する理解と判断と決定が困難な重症心身障害児者

　 　 　 　 の医療同意について、枚方総合発達医療センタ－の取り組みから、

　 　 　 　 ①医療同意と②倫理カンファレンスによる最善の処置の決定などソ

　 　 　 　 －シャルワ－カ－としての新たな役割を述べた。

2.一人前のソ－シャル 単 1997年4月 全国社会福祉協議 肢体不自由児施設で働く医療ソーシャルワーカーの仕事内容を紹介

ワ－カ－ 　 　 会　月刊福祉９７ した。筆者自身の障害体験を通して障害者からみた障害観にも触

　 　 　 －２ 社会をひら れ、「頑張れ」と励ますことが障害者にとっては逆になることや、

　 　 　 く22　Ｐ38－39 ソーシャルワーカーは相談者として利用者から選ばれる存在である

　 　 　 　 ことを私論として述べた。

　 　 　 　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.精神的問題を抱える 共 1990年 北九州市八幡西保 1988年6月北九州市八幡西保健所主催の事例研究会で講演した内容を

母親への援助 　 　 健所編「つないだ まとめた。発達遅滞の幼児を養育する母親が初診後本児の療育に取

　 　 　 手」、P57－60 り組めないことから、ケースーワーカーへ相談があった。原因は母

　 　 　 　 親の障害受容の問題だけでなく母親の精神疾患（幻覚、幻聴の症状

　 　 　 　 など）が現出した経過の中で、療育における子育て支援について、

　 　 　 　 夫や母方祖母の協力を得ながら本児の療育が途切れないよう支援し

　 　 　 　 たファミリィソ－シャルワ－クの必要性について症例報告をおこ

　 　 　 　 なった。

2.愛情剥奪症候群 共 1987年 小児看護Vol10- 親と子が家族として普通に生活できない親子関係、これが愛情剥奪

　 　 　 no3、 P370－374 症候群の子ども達である。北九州市立総合療育センターに3年間で7
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発行所、発表雑誌等
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５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　 　 　 例の愛情剥奪症候群の子ども達が施設保護された。ソーシャルワー

　 　 　 　 カーとして子ども達と家族の支援を試みたが、症例をとおし虐待・

　 　 　 　 放置などの行為により傷ついた子ども達は、すみやかに適切な治療

　 　 　 　 と社会的な保護が必要であること、また新たな児童養護問題とし

　 　 　 　 て、家族を含めた支援が必要であることを論究した。

3.遼くんとの出会い 単 1985年 魚隣せん親の会季 北九州市立総合療育センタ－乳幼児通園施設に通う遼くんは出産後

－難病患者へのソ－ 　 　 刊誌きのう、きょ から重度の皮膚病を患っていた。その皮膚病が魚隣せんと診断され

シャルワ－ク 　 　 う、あした、P3－ 難病であるにもかかわらず、医療的には小児特定疾患の対象外であ

　 　 　 P5 り、福祉的にも障害認定が認めらない。遼くんと家族との出会いを

　 　 　 　 通して、医療と福祉の谷間に位置づけられていた難病患者の支援を

　 　 　 　 医療ソ－シャルワ－クの新たな課題として報告した。

６．研究費の取得状況
1.1 こどもの健康と環 共 2010年8月か 環境省委託調査研 　

境に関する全国調査 　 ら2011年3月 究事業兵庫ユニツ 　

　　　通称／エコチ 　 まで トセンタ－研究員 　

ル調査 　 　 　

　 　 　 　

2.医療機関における社 共 2006年4月か 社会福祉士養成校 　

会福祉士実習教育プ 　 ら2008年3月 連盟 　

ログラム研究 　 まで 近畿ブロック研究 　

　 　 　 費助成事業 　

3.肢体不自由児療育機 共 2000年4月か 日本医療社会事業 　

関で働く医療ソー 　 ら2001年3月 協会調査研究事業 　

シャルワーカーの業 　 　 　 　

務分析研究 　 　 　 　

4.肢体不自由児通園施 共 1993年4月か 厚生省研究、心身 　

設入園児の疾患、運 　 ら1995年3月 障害児の医療教育 　

動機能、障害程度の 　 　 に関する総合研究 　

調査研究 　 　 　 　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2013年4月1日から現在 日本臨床倫理学会

2.2004年4月1日〜現在に至る 日本社会福祉学会

3.1979年5月1日2011年3月31日 日本医療社会福祉協会
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